
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

意見交換会② 

 

 

 

 

 

   

まちづくり部 2016 年度後半の活動を考える 
前半の活動を振り返り、今年度の後半から来年度の活動に生かしていきます。 

【日時】2016年9月 13 日（火）午後 1時 30分～3 時 

【場所】「登希代の２かい」（大和大路新橋通上ル東側） 

【申込】申込は不要です。会費も無料です。気楽にご参加ください。 

元吉町に限らず祇園新橋地区の皆さまのご参加お待ちしています！ 

第 22回 意見交換会のご案内 

発行：元吉町まちづくり部 

TEL :090-1918-4249（冨田） 

Email:gionshinbashitatumi@gmail.com 

HP: http://gion-shinbashi.blog.jp/ 

 

 

取 組 9 月は「屋根・雨どいの点検」強化月間！  

 

 報 告 
地蔵盆  

  元吉町の地蔵尊は移転工事中ですが、もとの場所での最後

の地蔵盆が 8月 21日（日）におこなわれました。 

 建仁寺境内にある塔頭・興雲庵(こううんあん)の住職に読経

していただいた後、数珠まわしをいたしました。元吉町でも

以前はおこなっていましたが、近年は途絶えていた伝統の復

活です！ 

 昔の記憶を頼りにではありましたが、経験者には懐かしく、

初体験の子供には楽しい行事となったようです(^^)/ 

2016年（平成28）9月 
  

Vol. 16 元吉町 
 

 祇園新橋地域のまちづくりを考えていくため、「元吉町まちづくり部」を立ち上げ、

活動を開始しました。「元吉町まちづくりニュース」は、これからのまちづくりを皆様

とともに考え、その取組をお知らせするニュースです。 

まちづくりニュース  

 建物の内部に雨水が入らないようにすることを「雨仕舞」といいます。雨

仕舞が悪いと、次から次へと建物全体に傷みが広がっていってしまいます。 

 地域に多く残る伝統的な木造建築は、木と土で作られていますので、特に

被害が大きくなってしまいます。早め早めの処置が大切です！ 

 9月は台風のシーズンになります。元吉町まちづくり部ではこの 9月を「屋

根・雨どいの点検」強化月間にしました。 

皆さん、今月はちょっと目線を上げて雨どい・屋根をチェックしてください！ 

 伝建地区内では伝統的な建物について、簾取替だけでなく雨どいや屋根な

どの外観に関わる工事にも、京都市の補助制度があります。 

 まちづくり部では京都市への補助申請等のお手伝いをさせていただきます

ので、お気軽にお問い合わせください。 

「簾の取替」世話人：冨田（090-1918-4249）  

大きな数珠は昔のまま残っていました。 

 



 報 告 第 21 回意見交換会＜納得！祇園新橋まちづくり協議会（仮称）＞ 

 第 21 回意見交換会では、来年度の設立にむけて準備を進めている祇園新橋まちづくり協議会（仮称）

についての意見交換をおこないました。 

 まだまだ、その目的や内容などがうまく伝わっていないことも多いので、わかりやすく説明したパンフ

レットを作ることになりました。地域の皆様にパンフレットを配布して理解を深めてもらう事と同時に、

アンケートも実施して、「祇園新橋」のイメージや地域内での問題なども明確にしていきます。 

 規制で縛る前に、互いに話し合い、地域と業者、そして何より新しいカップルにとってより良い環境に

なればと思います。 

 なお、意見交換会の後、地蔵尊移転工事前に、お参りをしていただきました。工事は地蔵盆までに終え

る予定です。 

 これから地蔵尊は辰巳大明神の西側となります。末永く、お守りしていきましょう。 

「祇園新橋まちづくり協議会（仮称）」発起人会より【9月予定】 

・地域の皆さまおよび地権者に設立パンフを配布、アンケート実施 

【議事録メモ】 

1．「協議会説明用パンフレット及びアンケートについて」 

■協議会のことを周知するに当たり、分かりやすいパンフレットで伝えたいと思う。 

（パンフレットについて） 

・デザインのコンセプトとして、「協議会を作る」ということよりも「祇園新橋の風情を守る！」、そのための手段

としての「協議会」というものについて説明をしたい。 

・協議会の構成は、詳しい情報よりも、どのような団体と連携して活動しているかを示す。 

・区域は、案なので、ひとまず伝建の地図を載せ、区域が決まったら差し替えていく。 

・景観づくりの協議は、流れを図やイラストで示すようにしたい。 

（アンケートについて） 

・皆さんが思い浮かべる祇園新橋のイメージについて伺い、地域に固有な景観や課題を、より明確にしていきたい。 

 

2. 結婚式の前撮りについて 

（ルールや誘導策について） 

・これはダメという禁止よりも、こうしてください、という誘導にしてはどうか。 

・撮るなという拒絶はないが、ポーズも品よく撮るなど、地域として、撮られ方にも決まりをもうけては？ 

・地域側の意識の問題が先決。まちづくり協議会で意思決定し、伝えていかないといけない。要望を伝える方が、

業者も分かりすい。 

・時間帯、場所、小物を規制しては？（特に道路の占有に関わるもの） 

・三脚を置くな、毛氈を敷くな、の２つだけでも、大きな影響がある。上位１０社はすぐ従うだろう。 

・店先での撮影は困る。あと、玄関先、私有地に入っても、住民の迷惑になる。 

・夜中はやめといてほしい。桜の時は夜も多い。 

・禁止する項目を５つくらい決めた内、2、3項目できなくなるだけでも業者は真剣に考えるようになるだろう。 

・本日の話を受けて、地域側からのルールが見えてきたと思う。 

 

3．その他 

（京都女子大との連携について） 

・京都女子大の地域連携研究センターとは、今年度も連携の可能性ありとのこと。何をしたいかを考えていきたい。 

（簾について） 

・簾の点検、希望者があればお願いしたい。予算はまだキープしていただいている。 

（地蔵尊移転について） 

・地蔵尊は移転工事が始まっている。関係各所からの許可はいただいた。 

 

 

 

8 月 9 日（火）「登希代の２かい」にて。 

参加者は 14 名でした。 

 

〈協議会の位置付けと運営の流れ〉 


